
▽
任
期
満
了
の
日　
３
月
23
日

▽
告
示
日　
２
月
18
日
（
木
）

▽
立
候
補
届
出
日

　
２
月
18
日
（
木
）、
19
日
（
金
）

▽
選
挙
期
日
（
投
開
票
日
）

　
２
月
25
日
（
木
）

　

邑
久
町
土
地
改
良
区
事
務
局

☎
０
８
６
９-

２
２-

０
６
４
９

　
市
の
確
定
申
告
会
場
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張
申
請
受
付

を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
確

定
申
告
の
手
続
き
と
併
せ
て
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
し
ま

せ
ん
か
。

　
な
お
、
今
回
の
出
張
申
請
で
申

請
で
き
る
の
は
瀬
戸
内
市
に
住
民

登
録
が
あ
る
人
の
み
で
す
。

▽
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船　

　
２
月
17
日
（
水
）、
18
日
（
木
）

　
午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分

▽
牛
窓
町
公
民
館

　
２
月
25
日
（
木
）

　
午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分

【
持
参
す
る
も
の
】

　

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

　

・
印
鑑

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
て

い
る
ひ
と
り
親
世
帯
の
人
へ
の
給

付
金
の
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

　
遺
族
年
金
・
老
齢
年
金
な
ど
を

受
給
し
て
い
る
ひ
と
り
親
の
人

や
、
所
得
制
限
に
よ
り
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
人
の
う

ち
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た

ひ
と
り
親
の
人
は
、
給
付
の
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
前
の
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
申
請
要
件
な
ど
に

つ
い
て
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
申
請
期
限　

　
２
月
26
日
（
金
）　
必
着

　
　

子
育
て
支
援
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７

　
邑
久
町
土
地
改
良
区
総
代
選
挙

の
日
程
が
、
次
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。
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も
の
、
児
童
と
保
護
者
の
戸
籍
謄

（
抄
）
本
（
本
籍
地
が
瀬
戸
内
市

外
の
場
合
の
み
）

　
　

子
育
て
支
援
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７

　

現
在
、
障
害
年
金
を
受
給
し
て

い
る
ひ
と
り
親
の
人
は
、
障
害
年

金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
を
上
回

る
場
合
、
児
童
扶
養
手
当
が
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
び
、
法
改
正
に
よ
り
、

令
和
3
年
3
月
分
か
ら
児
童
扶
養

手
当
と
障
害
年
金
の
子
の
加
算
部

分
の
額
と
の
差
額
を
児
童
扶
養
手

当
と
し
て
受
給
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
３
月
１
日
に
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
要
件
を
満
た
し
て

い
る
人
で
、
今
回
の
改
正
の
対
象

と
な
る
人
は
、
令
和
３
年
６
月
30

日
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、
令
和
３

年
３
月
分
か
ら
手
当
を
受
給
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　

子
育
て
支
援
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
７

在
学
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
在
学

す
る
期
間
を
含
む
）
の
児
童
（
以

下
「
遺
児
」
と
い
う
）

※
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い
と
き

　
お
よ
び
保
護
者
が
再
婚
し
た
と

　
き
は
支
給
で
き
ま
せ
ん
。

▽
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
申
請
書
（
子
育
て
支
援
課
・
本

庁
総
合
窓
口
・
牛
窓
支
所
・
裳

掛
出
張
所
に
設
置
）、
印
鑑
、
保

護
者
名
義
の
振
込
口
座
が
分
か
る

　　知っ得！せとうち便　　

知っ得！
せとうち便

お
知
ら
せ

種　類 支給額 内　容

保護者死亡見舞金 ３万円 小・中学校や特別支援学校の小・中学部
在学中に遺児になったとき

入学激励金 ３万円 遺児が小・中学校などへ入学したとき

卒業激励金 ３万円 遺児が中学校などを卒業するとき

交通遺児激励金 １万円 交通事故により保護者と死別した遺児が
小・中学校などへ入学・進級するとき

申
問

　
市
で
は
、
保
護
者
を
亡
く
し
た

児
童
の
健
全
な
育
成
と
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
遺

児
激
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
児
童
の
保
護
者
ま

た
は
児
童
を
実
際
に
監
護
す
る
人

は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

　
保
護
者
と
死
別
し
た
義
務
教
育

修
了
前
（
15
歳
に
達
し
た
日
の
属

す
る
学
年
の
末
日
以
前
を
い
い
、

同
日
以
降
引
き
続
い
て
中
学
校
ま

た
は
特
別
支
援
学
校
の
中
学
部
に

▽内容・支給額（全て子ども１人当たり）

  

遺
児
激
励
金

　

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ

　
て
い
る
人
の
み
）

　

・
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

　
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）

　

・
本
人
確
認
書
類

　
次
の
①
か
ら
２
点
、
ま
た
は
①

②
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
点
ず
つ
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

①
顔
写
真
付
き
の
も
の（
免
許
証
、

　
在
留
カ
ー
ド
、
住
民
基
本
台
帳

　
カ
ー
ド
、身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
）

②
顔
写
真
な
し
の
も
の
（
健
康
保

　
険
証
、
介
護
保
険
証
、
年
金
手

　
帳
な
ど
）

※
完
成
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

は
、
後
日
市
役
所
本
庁
で
お
渡

　
し
し
ま
す
。
各
種
要
件
を
満
た

　
す
人
は
本
人
限
定
受
取
郵
便
で

　
住
所
地
に
郵
送
す
る
こ
と
も
で

　
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
市
民

　
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
５

小児医療費給付制度の対象年齢を「18 歳まで」に引き上げます
　現在、中学 3年生までを対象としている小児医療費給付制度の対象年齢を、令和３年４月１日から
「満 18 歳に達した最初の３月 31 日まで」に引き上げます。

  

障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る

  

人
の
「
児
童
扶
養
手
当
」
の

  

算
出
方
法
が
変
わ
り
ま
す
！

  

ひ
と
り
親
世
帯

  

臨
時
特
別
給
付
金
の
申
請
は

  

２
月
26
日
ま
で
に

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

【
将
来
の
大
き
な
支
え
に
】

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
人
が
加
入
し
て
、
保
険
料
を

納
め
る
制
度
で
す
。
国
が
責
任
を

も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、
年
金
の

給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ

れ
ま
す
。

【
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
】

　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た
と

き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
障
害
年
金

や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

　

障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で

障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ

ま
す
。
ま
た
遺
族
年
金
は
、
加
入

者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入

者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

た
遺
族
（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」

や
「
子
」）
が
受
け
取
れ
ま
す
。

【
学
生
納
付
特
例
制
度
】

　

一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
と
さ

れ
る
学
生
の
た
め
の
制
度
で
、
本

人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学
、大
学
院
、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種

学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ

る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の

日
本
分
校
に
在
学
す
る
人
で
す
。

【
納
付
猶
予
制
度
】

　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
人

で
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
で
す
。

※
学
生
納
付
特
例
と
納
付
猶
予
を

　

受
け
た
期
間
が
あ
る
と
、
保
険

　

料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
と
比

　

べ
て
、
受
け
取
る
年
金
額
が
少

　

な
く
な
り
ま
す
。

　

将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
増
や

　

す
た
め
に
、
10
年
以
内
で
あ
れ

　

ば
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料

　

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

　
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

※
た
だ
し
、
学
生
納
付
特
例
な
ど

　

を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら

　

起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追

　

納
す
る
場
合
、
当
時
の
保
険
料

　

額
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ

　

さ
れ
ま
す
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

　

岡
山
東
年
金
事
務
所

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
５

（
自
動
音
声
案
内
２
番
）

問 問

ね
ん
き
ん
の
お
は
な
し
♪

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

申
問

申
問  

邑
久
町
土
地
改
良
区

  

総
代
選
挙
の
日
程

問

問

現在受給資格がある人

　瀬戸内市に住民登録があり、健康保険に加入し
ている平成 15 年４月２日から平成 18 年４月１
日生まれの人は新たに申請する必要があります。
ただし、生活保護を受給している人は対象になり
ません。
　対象者には２月中旬に「交付申請書」を郵送し
ます。申請書に必要事項を記入し、対象者の健康
保険証の写しを添付して申請してください。
※申請してから受給資格者証が手元に届くまでに
　医療機関・調剤薬局などを受診した場合は、医
　療費の払い戻しの対象となりますので、別途手
　続きが必要です。

　令和３年度に中学生以下である人（平成 18 年
４月２日以降に生まれた人）の申請は不要です。
令和３年３月下旬に新しい受給資格者証を送付す
る予定です。

新たに申請が必要な人 現在受給資格がある人

【申請書の提出先】
市民課医療費給付係、牛窓支所
長船支所、裳掛出張所
【問い合わせ先】
　市民課医療費給付係
☎０８６９-２２ - ３９５８
問

  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
が

  

市
の
確
定
申
告
会
場
で

  

で
き
ま
す



　
市
の
監
査
委
員
に
、
引
き
続
き

識
見
者
と
し
て
小
野
和
倫
氏
（
73

歳・岡
山
市
）が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
12
月
４
日
の
市
議
会
定
例
会
で

同
意
を
得
て
選
任
さ
れ
た
も
の

で
、
任
期
は
令
和
２
年
12
月
25
日

か
ら
令
和
６
年
12
月
24
日
ま
で
の

４
年
間
で
す
。

　
備
前
市
瀬
戸
内
市
監
査
委
員
事
務
局

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
９
３

　　知っ得！せとうち便　　

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談
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瀬
戸
内
市
人
間
ド
ッ
ク
の
対
象

年
齢
が
令
和
３
年
度
か
ら
「
35
歳

以
上
」
と
な
り
ま
す
。
対
象
の
人

は
ぜ
ひ
受
診
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
人
間
ド
ッ
ク
の
詳
細
・
申
し
込

み
に
つ
い
て
は
、
本
号
の
折
り
込

み
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

問   
瀬
戸
内
市
人
間
ド
ッ
ク
の

  
対
象
年
齢
が
変
更
に
な
り
ま
す

問

　
こ
の
た
び
民
生
委
員
児
童
委
員

が
交
代
し
ま
し
た
。

　
新
し
い
委
員
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。

　

福
祉
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
１

  

民
生
委
員
児
童
委
員
の

  

交
代

問

第 40話
格安をうたう家具や家電品などの
　　　　　　模倣サイトにご注意！

問

  消 費 生 活
安心ほっとライフライフライフ

担当区域：邑久地区 氏名 電話番号

昭和苑・カトレア団地 本郷　勇次 090 - 3376 - 2144

担当区域：長船地区 氏名 電話番号

福里東・福里西・西村・福里わかくさ・
ライフステージ福里・福里西村団地 射越　誠一 0869 - 26 - 3580

▽民生委員児童委員

宝くじの助成金で
防災資機材を整備しました

　一般財団法人自治総合センターの宝くじ助成金（地
域防災組織助成事業）を活用し、今城コミュニティ防
災安全部が発電機、投光機、炊出し用ガスコンロなど
の防災資機材を整備しました。今後、さまざまな自主
防災活動で活用し、災害時に備えることにしています。
　自主防災組織の認定を
受けている団体であれば、
宝くじ助成金を申請する
ことができます。詳しく
は、危機管理課へお問い
合わせください。
　危機管理課
☎０８６９-２２ - ３９０４

　下水道への接続は、下水道が使えるよ
うになってから、くみ取り便所の場合は
３年以内、浄化槽の場合は遅滞なく接続
することが、下水道法で義務付けられて
います。
　市内を流れる河川
の水質改善など、市
の良好な環境を守っ
ていくため、ご協力
をお願いします。
　下水道課
☎０８６９-２２ - ５１５１
問

下水道マスコットキャラクター
　　　　　　　　　「スイスイ」

下水道へ
早期に接続しましょう

ミニ手話コーナー《簡単な手話を覚えてみよう！》

オリンピックに関わる手話

購入した防災資機材問

  

識
見
監
査
委
員
の
選
任小野和倫氏

～岡山県からのお知らせ～

＜情報提供＞
　インターネットの広告に表示されていた有名家電メー
カーのサイトで掃除機を注文したが、商品到着予定日を
過ぎても届かなかった。サイトの問い合わせフォームか
ら連絡しても返信が来ず、商品の配送状況も確認できな
いので、サイトの会社概要に記載されている連絡先に電
話したところ「それは模倣サイトだ」と言われた。どう
やら正規のメーカーのサイトをそのままコピーした模倣
サイトで、問い合わせフォームだけを変えたものらし
かった。
＜トラブルにあわないためのポイント＞
　こういった模倣サイトには、次のような特徴が上げら
れます。
●販売価格が大幅に割引されている。
●サイトＵＲＬの表記がおかしい。

●決済がスムーズにいかず、何度も入力させられる。
●業者の住所の記載がない。または、住所の記載はある
　が、場所を調べてみるとおかしい。
●業者への連絡方法が問い合わせフォームやフリーメー
　ルだけになっている。
●利用規約などにおかしな記載、不当な記載がある。
●サイト内のリンクが適切に機能しない。
　インターネットを活用した買い物は便利ですが、内容
確認が不十分になりがちです。契約や商品購入の際は落
ち着いて内容確認を行うようにしましょう。困ったとき
は、消費生活センターにご相談ください。
　瀬戸内市消費生活センター　☎０８６９-２４ -８０１１
※消費生活相談は『消費者ホットライン☎局番なし 188
　（イヤヤ！）』もご利用できます。

　
加
入
で
き
る
事
業
主
は
、
建
設

業
を
営
む
人
で
、
対
象
と
な
る
労

働
者
は
、
建
設
業
の
現
場
で
働

く
人
で
す
。
掛
け
金
は
、
日
額

３
１
０
円
で
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

建
退
共
岡
山
県
支
部
（
岡
山
建

設
会
館
内
）

☎
０
８
６-

２
２
５-

４
１
３
３

　

献
体
と
は
、
死
後
、
自
分
の
遺

体
を
医
・
歯
学
生
の
解
剖
実
習
の

た
め
に
、
大
学
へ
無
償
で
提
供
す

る
こ
と
で
す
。

　
解
剖
実
習
は
、
人
体
の
構
造
を

知
る
た
め
の
大
切
な
学
問
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
遺
体
を
寄
贈
す

る
こ
と
は
「
信
頼
で
き
る
医
師
、

医
療
従
事
者
」
を
育
て
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
医
学
・
歯
学
の
発
展
の
た
め
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
献
体
に
は
、
本
人
の
意
志
と
家

　
族
や
親
戚
の
同
意
の
も
と
、
生

　
前
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　
と
も
し
び
会（
岡
山
大
学
医
学
部
内
）

☎
０
８
６-

２
３
５-

７
０
９
２

日
魯
通
好
条
約
が
調
印
さ
れ
、
平

和
裏
に
日
本
と
ロ
シ
ア
と
の
間
の

国
境
が
画
定
さ
れ
た
日
で
す
。
こ

の
事
実
こ
そ
、
わ
が
国
が
北
方
四

島
の
返
還
を
求
め
る
重
要
な
根
拠

な
の
で
す
。

　
県
で
は
、
２
月
２
日
（
火
）
に

さ
ん
太
ホ
ー
ル
（
岡
山
市
）
で
開

催
す
る
「
北
方
領
土
返
還
要
求
岡

山
県
民
大
会
」
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
で
ラ
イ
ブ
配
信
す
る
予
定
で
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
（
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
な
ど
に

よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

　
北
方
四
島
の
早
期
返
還
実
現
の

た
め
、
返
還
運
動
へ
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

岡
山
県
北
方
領
土
返
還
要
求
運

動
県
民
会
議
（
事
務
局
：
岡
山
県

総
合
政
策
局
公
聴
広
報
課
内
）

☎
０
８
６-

２
２
６-

７
１
５
８

　
建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

建
設
現
場
で
働
く
人
の
福
祉
の
増

進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の

振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
が
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
人
権
擁
護

委
員
は
、
啓
発
活
動
や
な
や
み
ご

と
相
談
な
ど
の
人
権
擁
護
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
炭
田
由
美
子
氏（
新
任・牛
窓
町
牛
窓
）

●
林
敦
子
氏（
再
任・邑
久
町
尾
張
）

※
任
期
は
、
い
ず
れ
も
令
和
３
年

　
１
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
12
月

　
31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　

市
民
課
人
権
啓
発
室

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
２
２

　

絶
や
す
ま
い

　
　
　

返
還
つ
な
ぐ  

強
い
声

　
北
方
四
島
（
歯
舞
群
島
、
色
丹

島
、
国
後
島
、
択
捉
島
）
の
返
還

を
求
め
て
２
月
７
日
の
「
北
方
領

土
の
日
」
を
中
心
に
各
地
で
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
２
月
７
日
は
、
１
８
５
５
年
の

こ
の
日
、
伊
豆
の
下
田
に
お
い
て

問   

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

  

２
月
は
北
方
領
土
返
還

  

運
動
全
国
強
調
月
間
で
す

問  

建
設
業

  

退
職
金
共
済
制
度

  

献
体
に

  

ご
協
力
く
だ
さ
い

問 問



　
開
館
10
周
年
記
念

　
　
　
　
　
　

佐
竹
徳
展

　
佐
竹
徳
（
１
８
９
７ -

１
９
９
８
、

大
阪
府
出
身
）
は
20
歳
の
時
に
第

11
回
文
展
に
初
入
選
し
、
こ
れ
以

後
は
帝
展
、
新
文
展
、
日
展
な
ど

に
出
品
を
続
け
、
中
央
画
壇
で
活

躍
し
ま
し
た
。

　

62
歳
の
時
に
初
め
て
牛
窓
オ

リ
ー
ブ
園
を
訪
れ
、
オ
リ
ー
ブ
の

緑
と
赤
土
に
心
ひ
か
れ
た
こ
と

で
、
そ
れ
か
ら
40
年
近
く
牛
窓
で

　
市
で
は
、
市
内
の
文
化
財
を
今

後
ど
の
よ
う
に
保
存
・
活
用
し
て

い
く
か
を
ま
と
め
た
計
画
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
内
に
あ
る
身
近
な

文
化
財
を
見
て
歩
き
、
地
域
の
文

化
財
を
ど
う
保
存
・
活
用
す
る
か

を
語
り
合
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、

電
話
で
申
し
込
み
の
上
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月
21
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

▽
訪
問
場
所　
虫
明
地
区

　
（
伊
木
家
墓
所
、
興
禅
寺
な
ど
）

▽
定
員　
30
人
（
小
学
生
以
上
）

▽
申
込
締
切　
２
月
15
日
（
月
）

▽
集
合
場
所　

裳
掛
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
セ
ン
タ
ー
（
邑
久
町
虫
明
８
１
９
）

※
飲
料
水
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご

　
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
文
化
観
光
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
５
３

作
品
を
描
き
続
け
ま
し
た
。

　
こ
の
展
覧
会
で
は
、
10
周
年
を

む
か
え
た
瀬
戸
内
市
立
美
術
館
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
柱
で
あ
る
佐
竹

徳
の
作
品
か
ら
、
油
彩
画
の
大
作

を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

　
大
防
止
の
た
め
、
開
催
期
間
を

　
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
開
催
期
間　
１
月
13
日
（
水
）

　

〜
２
月
17
日
（
水
）

※
期
間
中
の
休
館
日
は
、
２
月
１

　
日
（
月
）、
８
日
（
月
）、
12
日

　
（
金
）、
15
日
（
月
）

▽
観
覧
料　
一
般
４
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）・
65
歳
以
上

　
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

▽
開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館　

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

催
し
物

  

知
っ
て
る
？ 
地
域
の
文
化
財

  　
〜
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
〜

  

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

  

展
覧
会

募　
　

集

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

　　知っ得！せとうち便　　
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年
金
事
務
所
の
職
員
が
年
金
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
を
希
望

す
る
人
は
、
事
前
に
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
（
相
談
料
無
料
）。

▽
日
時　

２
月
18
日
（
木
）

　
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
〜
３
時

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

　
　

岡
山
東
年
金
事
務
所

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
５

（
自
動
音
声
案
内
１
番
）

佐竹徳「オリーブの丘」1964 年

佐竹徳「オリーブのまど」1968 年

問

相　
　

談

予
問   

年
金
相
談

かきのやどかり和え

●かき（200g）
※かきは生食用を使う

●塩（少々）
●わけぎ（1/2 把）

◆材料（４人分）

＜調味料　＞
●溶きからし（小さじ 1）●酢（大さじ１）

＜調味料　＞
●みそ（大さじ３）
●みりん（大さじ３）

●砂糖（大さじ３）

Ｂ

Ａ

問
申

～ 事業主の皆さんへ ～

障害者雇用率が 0.1% 引き上げられます
　障害者雇用促進法では、常時雇用する労働者の一定
割合を障害者とすることが義務付けられています。こ
の障害者雇用率が令和 3年 3月 1日から 0.1％引き上
げられ、2.3％となります。
　この変更により雇用すべき障害者数が増加する事業
主の皆さんは、障害のある人の雇い入れをお願いします。
　ハローワーク西大寺　☎０８６-９４２ - ３２１２問

まちの話題 秘書広報課：☎0869-24-7095問

My Town Topics

　色  鮮やかに咲いた菊を楽しむ 第 34回備前長船菊花展　

　長船町公民館の特設会場で 10 月 18 日から開催し

ていた備前長船菊花展実行委員会主催の「第 34 回備

前長船菊花展」は、11 月 20 日に無事閉幕しました。

　菊花展には、多くの愛好家の皆さんが大小色鮮やか

な菊（約 800 鉢）を出品。開催期間中はたくさんの

人が会場を訪れ、出品者が丹精込めて育てた菊を思い

思いに鑑賞しました。

　また、11 月 17 日には表彰式が行われ、栄えある菊

花大賞（総合優勝）には蟻正通弘さん（邑久町大富）

が選ばれました。

菊花展会場の様子

　地  域住民の安心安全を守るために 高規格救急自動車を寄贈いただきました　

　12 月 15 日、一般社団法人日本損害保険協会から瀬

戸内市消防本部に「高規格救急自動車」が寄贈され、

岡山損保会会長の田辺健二氏らをお招きし、受納式を

行いました。

　寄贈された高規格救急自動車は、従来よりも広い活

動スペースを確保し、傷病者の振動負担を大幅に軽減

させるベッド装置や新型コロナウイルスなどに対応し

た車内除染オゾン装置の導入、迅速な救命処置のため

のさまざまな資器材を備えており、搬送中でも高度な

救急救命処置を行うことができます。

　この車両は瀬戸内市消防署に配備し、運用を開始し

ています。地域住民の安心安全の確保に努めるととも

に、救命率の向上を目標に活動していきます。

出品者による共同作品

受納式の様子

寄贈された高規格救急自動車

◆作り方
①かきは塩水でふり洗いし、熱湯の中にさっと通し、
　ざるに上げる。
②わけぎは茹でて水気をきり、包丁の背でぬめりを
　しごき出し、４～５cmの長さに切る。
③鍋に　 を入れて中火で練り、
　かための練りみそを作る。
　冷めたら　 を加え、混ぜ合
　わせる。
④①、②、③を和え、器に盛る。
※かきの殻をよく洗って器にすると、見た目も豪華
　になります。

問
　　　　　　　 栄養改善協議会牛窓支部です。
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６１

Ａ

Ｂ




